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姫
路
の
生
産
打
ち
切
り

バ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
テ
レ
ビ
用‥
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産
か
ら
完
全
撤
退
す
る
こ
と
が
３‐
日
、
分
か

っ
た
。
中
国

や
韓
国
な
ど
海
外
勢
と
の
競
争
が
激
し
く
、
収
益
の
改
善
が
見
込
め
な
い
た
め
で
、
唯

一
の
生
産
拠
点
で
あ

る
姫
路
工
場

（姫
路
市
）
で
の
生
産
を
９
月
末
に
も
終
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（８
面
に
関
連
記
事
）

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
撤
退

で
、
国
内
で
生
産
を
続
け

る
の
は
シ
ヤ
ー
プ
だ
け
に

な
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

液
晶
テ
レ
ビ
事
業
は
韓
国

メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
パ
ネ

ル
の
供
給
を
受
け

て
お

り
、
こ
れ
ま
で
通
り
継
続

す
る
。

姫
路
工
場
は
約
２
３
５

０
億
円
を
投
資
し
、
２
０

１
０
年
に
稼
働
し
た
。
生

産
能
力
は
主
力
の
３２
型
液

晶
パ
ネ
ル
に
換
算
す
る
と

月
８‐
万
台
程
度
で
、
最
近

は
船
井
電
機
な
ど
国
内
外

の
メ
ー
カ
ー
に
テ
レ
ビ
用

液
晶
パ
ネ
ル
を
提
供
し
て

き
た
。

し
か
し
、
大
量
生
産
を

武
器
に
低
価
格
化
を
進
め

た
中
国
な
ど
の
海
外
メ
ー

カ
ー
に
押
さ
れ
、
稼
働
率

は
低
迷
。
工
場
の
稼
働
後
、

一
度
も
営
業
損
益
で
黒
字

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
赤
字
体
質
か
ら
の
脱

却
が
課
題
と
な

っ
て
き

た
。

今
後
も
テ
レ
ビ
向
け
以

外
の
液
晶
パ
ネ
ル
の
生
産

は
続
け
、
成
長
の
期
待
で

き
る
車
載
モ
ニ
タ
ー
や
医

療
機
器
向
け
な
ど
を
強
化

し
、
立
て
直
し
を
図
る
。

現
在
約
千
人
い
る
姫
路

工
場
の
従
業
員
は
、
１
０

０
人
規
模
で
自
動
車
用
の

蓄
電
池
工
場
な
ど
に
配
置

転
換
し
、
人
員
削
減
は
行

わ
な
い
方
針
。

国
内
で
は
、
シ
ヤ
ー
プ

が
亀
山
工
場

（
三
重
県
亀

帥
醐

評

鰐

会
社

（堺
市
）
で
テ
レ
ビ

用
液
晶
パ
ネ
ル
を
生
産
し

て
い
る
が
、
収
益
は
低
迷

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
・

9月末にも



豊楓
回
終
蘇
中
雪

く
ホ
ヽ
11か
ヽ
資
Iト
ハ
御
眠
O郎
嘔
く
(ミ
OJ側
姿
Q轟
製
い

Ю
°
堅
嘔
K(ミ
せ
QOν
′
投
副
,ト
ハ
御
口
1也
ゼ
押
駅
〔
農
EEIK

O艘
藝
K‖
押
枢
ぺ
Ю
瑚
ホ
嶺
嘔
震
0叔
°
無
後
′
題
軍
弊
pK咽
せ

OVttQ雙
く
鰍
せ
弧
む
′
堤
(Ol照
や
製
知
OV舶
製
°
□
≪
せ

銀
Ю
ハ
キ
ー
ト
つ
輝
嘔
K(ミ
聾
K‖
,IEDm°
mKoく
、
ミ
側

熙
や
麟
9和
V眠
螺
せ
掻
D拘
や
響
DV■
9°

>rlE鴇
腰

く
ホ
lヽl｀
Oヽ熙
窒
H黙

延
NttHOせ

O蕊
週
p′
回

【
Olト
ハ
御
眠
輝
嘔
K(ミ
H

本
pせ
巡
KIR震
°
8せ
杯
Oハ

ー
レ
ハ
・
ハ
mか
、
口
lト
ハ
御

O朧
椰
後
綾
゛
′
厖
国
眠
殺
や

熙
0中
叔
興
盤
後
く
Ю
°

礁
eQoppttlEQ眠

0
い
■
縫
嘔
くヽ
ミ
pOポ
に
ヽ

一
代
一
測
O欄
晨
翠
押
図
0農

後
′
,0“
V■
QttQO製

°

|ト
ハ
御
椰
器
OKK‖
押
駆

む
′
堅
唱
く
(ミ
p■
、
椰
鼎

食
式゙
縛
紀
°
llll掘
冊
Ottl・F

撻
回
90器
終
眠
中
llヽ
一

腰
知
′
lト
ハ
御
眠
せ
COp駆

3理
や
響
OD′
憔
‖
せ
賦
O

昼
景
押
製
eЮ
択
な
せ
軍
●
lla

ぺ
足
°

無
後
′
|ト
ハ
御
眠
pK絆
後

測
罰
Ъ゙
′
日
本
Oヽ
国
巡
′

1赳
θ
狐
鼎
駆
紺
後
畔
‖
せ
梗

OVE腱
3°
椰
米
畑
KO製

ミ
ツ
せ
梗
Q測
ぐ
V薇
瓢
せ
留

ぐ
軍
0叔
測
で
QttЮ
°
避
瓢

IR週
暉
延
m駅
終
O朧
榊
《

眠
口
「
,ト
ハ
御
p(椰
器
掏
)

綺
く
村
ミ
DV■
VO」
黙
駅

gp延
綺
3」
句
濡
D′
轟
瓢

や
IKSDV3農

°

経
嘔
,卜
御ヽ
延
′
8せ
獣
‖R

Oハ
一`ゝ
O「
Кヽ
Kヽ」

や
Ⅸ
軍
9せ
′
Ъ
lヽ
い
ハ
伽
せ

で
0マ
投
副
,卜
御ヽ
測
Dν
螢

燎
Eせ
コ
駄
せ
К
桶
い
投
°

Sせ
せ
厖
国
D農
ハ
キ
ー
ト

O硼
]日
本
(川
側
吐
硼
]

[)」
′
回
【
O輝
昭
K(ミ

郡
セ
押
園
`贖
ぐ
′
回
KQ゛

ヨ
庶
せ
繹
ヨ
い
Q中
`ト

ミ
p

l世
C押
熙
3製
°
H冊
熙
嘔

司
DV煙
珊
世ヽ
⊃
V製
叩
掏

Ъ
lヽ
ハ
Zせ
理
眠
D製
°
!ト
ハ

知
Oぎ
器
0翻
側
日
K工
押
欄

憚
ね
(輝
嘔
K(ミ
O選
鼈
せ

翌
一ヽ
釈
一
つ
幽
瑠
せ
綺
0

製
°役
後
′
単
運
斑
E昌
押
OVЮ

群
固
0■
回
鰍
後
佃
謳
い
マ

村
′
皿
ぐ
総
O担
曰
K工
せ
賦

ぽ鵬゛邸蹴岬∞∬

興轟９代出期Ｏ

くヽＫ唱壕眠御ゝヽ′ヽハ
ーーヽ（Ｋ＝撃

卜婆欄則

ＯミヽＫンヽかヽ′ヽ、
――ヽ（Ｋ＝∞Ｆ

澪駐掏休●Ｏ測滞肥ヽＫく小′―
――ヽせＮｒ

暉終やバＨミヽＫ唱壕

Ｃ任窒熙峡Ц虫ぶハーーヽ（Ｋ叶９

極厖掏（４ヽ気ロトヽ

ハヽＫ、年繁黙）●Ｈ繁′ゝ―キヽ叶８

暉さ掏諄Ｈミ氏Ｋンヽいヽ

Ｏ仁雪哩蝶Ц蠍′ヽ、
――ヽ（Ｋ什８

透卜やバＨ∃皿′トーゃヽ

「経掏導ぐ休ぐ
，
側則ハヘヽく

唱壕調中師ヽＫく小回練′ｌ
ｌｌヽ叶寸ｏ

偲訳や「ｋせ

ヽ卜」御ヽトーかヘロ ロ壕′トーキヽ３Ｒ

価掴測「ヾぺヽ和四星嘔壕せ
，
悩

叶毬民ゃ「さヽヾ卜偲騒）く回」叶

突（世珊）哨遍燿奏田旨Ｃヽ１ゃヽ∞ｏｏ
， 巾編●州ｅミ■てお恒コ▲ホ

Щ椰　　　　□幽メ　　ロ

後
lRllEttD紀
°
[黙
pttV

需
刑
pttQ弓
夕0せ
腰
9′

Illl

ね
J欄
足
JゝttOpぐ
駅
懸

η
′
寝
後
懸
V梗
0農
°

ハ
キ
ー
ト
p硼
ヨ
ロ
本
Olト

ハ
御
眠
くヽ
ミ
せ
K埋
せ
撻
(

D′
■
罰
OttRセ
Kレ
ー
エ

ヽ
長
ハ
腱
η
せ
選
0ゝ■
(副

役
°
朦
IEOttH黙

(S・
寒

`卜

Kヽゝ
ハヽ
ト
ロ
篤ヽ
工
)

OKttO憚
世
湮
ハ
>―
卜
O

興
狙
後
堅
VЩ
図
村
腱
0農
°

中
興
O翼
煙
禦
部
H器
く
OO

■
瓢
や
Ⅸ
む
く
縛
′
繁
日
本
掏

羽
(回
興
狙
せ
軍
9撫
ぺ
製
Oせ

熙
狙
ζ
ou瓢
ゃ
馨
vぃ
Q熙

3震
0掟
°

堅
嘔
@ヾ
村
‖
I£
縛
Ю
把
藝

国
』
pp群
回
O』
O胴
串
後

!ト
ハ
御
眠
口
感
せ
コ
駄
Щ
眠
い

く
1択
′
眠
獄
せ
熊
押
刊
Ъ
V

■
製
ハ
ll―
●
く
ホヽ
;|か
ヽ

せ
コ
せ
回
せ
轟
瓢
DV3Ю
°

(心
KRN′
窯
押
κ
9ぐ
)



くヽヽ
可`ヽ
つい
f｀

経
昭
く
′(ミ
会
,Q轟
円
い
く
゛

の
Щ
終
却
■ヽ
2熙
窒
H螂
ヘ

(Ц
(世
Ц
熙
諧
橿
)pO期
側
 
ヽ

な
鶉
r苫
凛
■
:て

Rヽ即
期
細
い
pO壼
〈 ]興
・

■
>逮
善
ミ
嘔H畑
轟

駅０慨川申聾ｏ昭堰

輩
足
((ヽ
く
、
)霙
即
日
縦

幻
心
キ
ー
ト
O刑
く EONH螂

役
b世
終
つ
゛
(田
側
朧
冊
=

口
」
)

l」
O匹
短
期
間
筆
卜
OttE

押
郎
覇
O麟
面
ポ
世
暉
,R製
°

匝
Http壼
熙
肛
起
縦
颯
椰
伽

ettH卜
く
絵
画
3v絆
9′

陽
廻
懸
緊
せ
0■
ν
用
v楡
起

粟
く
EA」
寧
糖
せ
く
口
°

熙
識
HЯ
せ
K小

|ヽ|｀
ヘ

Ol卜
▲
御
眠
縫
唱
K′
(ミ
O響

1 0ttN尽
収
p′
NttH O

貯
せ
厖
回
D叔
°
相
RO認
副

騒
Ⅲ目く
′(ミ
郵
賦
p期
側
避
釈

煙
Щ
幽
あ
R佃
°
IR→
IE煙
せ

∞
〇
〇
攣
E騨
霞
A」
ぐ
,0黙

Ю
°
磐
状
肥
涎
疑
勾
く
疑
O、

一
代
-2き
禦
Dν
二
Q後
′

厖
趨
絆
終
腱
ド
ロ
Rp二
叔
°

匝
|い
せ
凶
憮
薄
腱
0冊
価

中
11ヽ
―
Eむ
終
勾
|卜
▲
御
眠

ミ
O悠
鰹
却
Ⅸ
bpEQ艇

唱
則
爛
押
駆
つ
ν
制
叔
後
′
曽
貯

|卜
▲
御
O騒
IR煙
螺
⊃
や
°  
赳
終
里
韓
咽
Dν
3く
゛

Kホ
lヽlへ
ヽ
壼
8叶
世
悩
 
1ヽ1-轟
知
製
o回
【
lト
ヘ

Щ
H黙
(卜
熙
叫
侭
Щ
に
)p ttK‖

pl侭
串
選
翠
押
出
b′

縫
Ⅱ目く
′(tO期
出
せ
憮
●
ヨ
運
嘔
p製
韓
期
OK′
(ミ
冊
縦

D収
°
群
回
O小
く
×
艘ヽ
卜
運
o,|卜
▲
御
眠
O軽
咽
世
翼

0口
0子
卜ヽ
×ヽ
ヘ
ー
′
〈
I鯉
る
制
留
ぬ
軍
。
叔
°
縫
唱
くヽ

AJ■
回
Oく
′(ミ
一ヽ
R―
疑
ミ
煙
8貯
ゼ
丼
色
悩
pせ
□
終

知
終
型
側
D製
畿
榊
p挙
紺
後
O肥
薄
側
縦
即
ね
R高
い
Ю
郡

臣
ざ
°
コ
せ
世
謳
蜃
HttO期
日日 AJDν
熙
也
押
鵬
0収
後
′

側
即
業
R製
諧
H黙
世
眠
累
DR箱
粂
8せ
迦
勾
p回
終
駅
O

p同
×
ム
単
通
掏
EEttD叔

咽
慶
後
避
罫
」
轟
0叔
°

――‐‐‐‐
」

||||||||‖
|||||||li‖

|||||||||||||||||||||||

|卜
>縫
m
mmk小
、
,い
轟ヽ
瓢
ζ

黒
t回
【
■
Ⅲ
買
′
′`
十
一ゝ
Koぐ
足

く
小ヽ
:|か
、
検
,ト
ハ
御
眠

輝
昭
く
(ミ
OJ側
食゙
轟
瓢

い
Ю
Rむ
や
回
e農
卜」句
後
吊

回
′
£
QO製
°
(伸
後
退
3

V`QttgP′
〇
駅
終
押

■ヽ
せ
熙
整
H黙
(暉
世
吐
熙

讐
に
)pOJ側
や
oeQ。

回
憚
後
轟
躙
hQ句
′
回
【
p

lト
ハ
御
熙
輝
嘔
く
ヽ
ミ
や
o

VpO延
ハ
一ヽ
Kゝoぐ
測

梗
p°

>Ю
IE=憔
訃
J悩
Ъ゙

(小
ハ
,|か
、
セ
籍
颯
OR

な
卿
感
せ
麟
悪
ポ
せ
厚
ぺ
製
瑯

雌
寂
°
熙
歯
Httpttv繁

召

十
く
O選
鼎
Щ
O10゛
′
黒
lm

く
せ
回
【
OttQoH黙

せ
囲

廻
暮
ぶ
い
Ю
REpsttDV

=Ю

°

熙
整
H黙
延
∞
oHo廿
¶

駅
せ
厖
還
や
熙
e製
後
′
憔
‖

堪
舶
p′
斜
せ
∞
駅
累
せ
せ
ト

OЮ
ttE10狐
洲
K‖
押
孟
J

D製
°
日
K工
昴
塔
ゃ
図
0製

9′
壁
く
Oiト
ハ
御
、
一
R一

せ
縫
嘔
K(ミ
押
偲
0製
9D

製
後
′
畔
‖
暮
邸
罰
pせ
煙
Ⅲ

Oν
■
漣
3°

(小
ハ
llヽ
、
せ
騒
せ
′
回

【
p騒
低
い
Ю
皿
瓢
Ot_l昭

,ト

ハ
御
OttVp′

壇
く
O製
憚

O縫
嘔
くヽ
ミ
押
選
loRむ
せ

S9栴
ぺ
V`Q°
ぐ
巡
延
′

准
罫
綺
回
ぶ
後
椰
係
拘
だ
Q幽

檻
O‖
セ
眠
中
llヽ
―
●
III翻

冊
Eむ
掏
■
■
せ
副
廻
い
Ю
°

EElttO艘
纏
K‖
セ
ョ
庶
o

lト
ハ
御
騒
‖RP群
回
・
手
固
楡

せ
量
拘
足
′
椰
冊
押
耀
(Dp

ι
Q°
経
嘔
くヽ
ミ
oJttθ

lヽl一
後
感
せ
群
回
か
く
Kハ

1盟
串
N
Oく
E(kく
百景ぎ
や
留装蝉堅ホ ハ

Ю
綺
勾
′
軽
襲
後
退
v°
□
【

つ
せ
黙
椰
′
ハ
一ヽヽ
後
硼
ヨ

H黙
(||1側
吐
硼
ヨ
IE)O懸

Q′
繁
IEO饗
壇
業
部
Hrll句

Otll休
0週
レ
!ト
ハ
御
眠
o輝

嘔
K(ミ
押
OvOv■

Ю
°

(黙
田
細
駅
)

【ぽ朧ミ駆俄響川紐】

メ一〔ヾａ

Kホ
ヽ
ll｀
ヽ
′
卜
>K特
ミ
嘔脚
轟
噌

曇
終
邸
釈
盤
罫
せ

Kホ
|ヽ|｀
へ
後
1卜
▲
知

眠
埋
唱
く
′(ミ

lll・ 霧
粂
′Q軽

咽
い
Q択
む
押
回
Q製
紅
眠

せ
せ
′
挙
紺
眠
螺
終
糧
D抑

K卜
|ヽ|｀
eヽl卜
祖ゝ

鵬
晨
田
Eて
(te普
le

J側
早
岨
(製
0製
熙
諧
H

野
(Щ
(世
叫
喪
窒
IE)

掏
型
Dν
3Q}」
苺
後
穂

口
°
報
R熙
郎
Oポ
に
榊
世

K畑
罫
憧
後
想
悩
s′
Kホ

|ヽ|｀
Oヽ銀
OH卜
貯
∞

Щ
熙
煙
軍
戻
紺
後
黛ヽ
ね
Q

眠
四
D°
9貯
∞
Щ
熙
世
刑

埋
‖ R引
1略
XE椰
皿
理
い

llEttp韓
回
D叔
°
姿
紺
側

軽
O邸
釈
押
1部
対
改
罫
世

D′
Ⅸ
御
部
ぶ
20終
Ъ
Q

絆
,長
役
°
(―
lE綸
睡
)

匝
縛
壼
曽
せ
∞
Щ
熙
悩
p

Om貯
肛
せ
市
Hギ
Ю
OO

O煙
E押
網
Rヾ
哨
業
憔
絆

却
ヨ
D叔
°
「
馴
曇
群
棚
磐

廻
さ
IEl」
AJDν
H黙
歴
謳

Olll・
釈
韓
咽
即
製
Q′
コ
せ

∞
駅
熙
世
煙
H十
埋
EttO

囁
準
戻
紺
押
ヨ
中ヾ
悩
p世

回
gO 
Σ
喝
く
(ぐ
き
.回

事
)0来
熙
lllttp掻
曙
窒

紫
ζ
O回
襲
即
田
製
D製
°

慶
田
後
熙
RO叔
O煙
壁

き
さ
`」

Ю
役
°
コ
駄
8終
回
(

〇
〇
煙
E測
卜
騒
押
Юヾ
O

O延
Eつ
卜
回
0叔
°
きヽ

∞
Щ
熙
煙
回
よ
く
(市
Ⅷ
耕

(H“

“

の
)世
撻
に
い
Q製

e糾
軍
翠
榔
p制
轟
3後
′

|=熙
却
H“
に
の
て
一
×
世

廻
判
郵
}く
Q測
ONO囁
繁

通
紺
AJttQ眠
鯛
D徴
°

趾
則
1恨
輝
曙
煙
「
眠
螺

熙
ざ
ζ
O萩
蟄
沢
」
騰
躙
後

捻
0叔
」
測
響
埋
D報
°
わ

0使
せ
黙
郷
ド
K押
四
%い

Q高
9′
製
|ぼ
即
障
も
回
e

p駆
恨
D製
掻
略
押
熙
RQ

晰
}02い
マ
絆
R禦
°
や
O

駅
H恐
後
|卜
さ
御
眠
騒
唱
く

ヽ
ミ
会
,pO響
咽
幻
3、

ゆ
°
学
挙
絡
lll・絲
煙
匹
粂
L

p<熙
ポ
ぷ
艘
0く
ヽ
日
)

暖
肥
製
轟
勾
後
埒
●
°
期
継

尽
簑
O陣
蝶
役
bpttv′

lll・ 線
や
OpOO韓

咽
ρ
輝

К
樫
測
轟
。
や
}0役
°


